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活躍！与謝野の中高生
平成 25 年度全国中学校体育大会（2/2 ～ 5・群馬県）
第 51 回全国中学スキー大会　大回転
　
平
ひ ら

 桃
も も

光
み

 さん（江陽中３年）

平成 25 年度「高校生税の作文」
大阪国税局長賞　『デトロイトの破綻』
　
野

の

村
む ら

 健
け ん

太
た

 君（宮津高１年）

平成 25 年度全国中学校体育大会（2/2～5・群馬県）
第 51 回全国中学スキー大会　大回転
　
井

い

谷
た に

 梓
あずさ

 さん（江陽中１年）

第１回「小論文グランプリ」
最優秀賞受賞　『現代の言の葉』
　
糸
い と

井
い

 翠
みどり

 さん（橋立中３年）

まちの 話題 ワイド
活躍する中高生を紹介

　昨年に続いて、２年
連続の全国大会出場を
果たした平さん。
　「結果は 115 位と満
足いく順位ではないけ
ど、悔いのない滑りが
できたこと、楽しんで
大会を終えることがで

きた」、また「昨年の経験を生かして、思いっきり滑
ることができた」と大会を振り返りました。
　平さんは、この競技について「ビデオなどで自分の
滑りを確認し、自分が思ったとおりのフォームで滑れ
ていたとき、課題としていたことが直っていたときが
うれしい」と話してくれました。
　「来シーズンは高校生になるので、自分をもっと成
長させ、大きい大会に出場できるようにしたい」と決
意を新たにしました。（近畿大会21位、全国大会115位）

　「初めての出場で、
すごく緊張したけど、
頑張ることができた、
結果は 125 位で満足
はしていません」と、
初めて出場した全国大
会を振り返る井谷さ
ん。

　「課題はまだまだたくさんあるけど、その課題を直
して自己ベストのタイムを更新できたらうれしい」と
競技の楽しみを語りました。
　今後の目標を、「今シーズンはあと少ししかないけ
ど、来シーズンに向けて準備し、もっと早いタイムが
出せるようにしたい」と向上心いっぱいに話してくれ
ました。
　中学１年生の井谷さん。今後のさらなる活躍に期待
が高まります。　（近畿大会 25 位、全国大会 125 位）

　『現代の言の葉』を
タイトルに、今回が第
1 回となる「小論文グ
ランプリ」で見事最優
秀賞に輝いた糸井さ
ん。
　糸井さんは、日ごろ
新聞のコラムを読み、

趣味である読書をし、「自分ならこう思うのに」と思っ
たことを小論文に書き、さらにその中でも、現代の言
葉と百人一首等を比較し、言葉の変化の面白さを表現
したという。
　例えば、「ありがとう」と「かたじけない」の比較です。

『「かたじけない」は堅苦しいイメージがあるけど、「あ
りがとう」は優しくてすっと入ってくる。これが現代
の言葉のいいところ』と言葉のイメージ、面白さを語っ
てくれました。

　「取れると思ってい
なかったので光栄で
す。驚きもあったが、
その後に喜びになっ
た」と受賞の喜びの声
を聞かせてくれた野村
君。
　受賞した作文は「デ

トロイトの破綻」をタイトルに、税収が減るとどうな
るのかを考えてみたという。
　野村君は、「税収が減ると、税で補われている公共
サービスは受けられなくなる、そのサービスが受けら
れないと本当に困る人が出てきて、生活を脅かすこと
になるのでは」と考えた。
　最後に、「当たり前になっている公共サービスのあ
り方、ありがたさを考えてほしい」と話してくれまし
た。

公共交通
ＴＯＰＩＣＳＫＴＲ体験フェア

体験型のＫＴＲファンイベントが初開催！

　２月 22 日、ＫＴＲ・ＪＲ西舞鶴駅（西駅交流センター）および
近くの車両基地（西舞鶴運転所）を会場に、ＫＴＲ体験フェアが開

催され、親子連れや鉄道ファンなど多くの人でにぎわいました。

　ＫＴＲとＫＴＲ利用促進協議会が中心となって開催され、約 4,000

人がイベントを楽しみました。会場へ向かう列車には、「ご当地キャ

ラ列車」として、各駅から地元のご当地キャラクターが乗車し、ファ

ンと一緒に会場までの鉄道の旅を盛り上げました。もちろん、野田

川駅からは、「まめっこまいちゃん」が乗車。子どもたちに大人気

でした。

　会場の１つの車両基地では、観光車両「あおまつ」の展示・体験

乗車、グッズ販売が行われ、多くの人がゆったりくつろげる温かみ

のある内装やアテンダントのおもてなしを体験していました。

　メイン会場の西駅交流センターではＫＴＲにちなんだ催しがもり

だくさん！沿線の園児たちが描いた鉄道の絵の展示や、過去の案内

表示板などＫＴＲファンにはたまらないグッズや駅弁の販売、Ｎ

ゲージの体験運転、プラレールコーナーなどがイベントを盛り上げ、

ステージでは、舞鶴ご当地ヒーローの「チャッタマン」ショーや、

予選会で選ばれたＫＴＲファン代表がＫＴＲ職員に挑むクイズ対決

が行われ、会場を盛り上げました。　

免許証自主返納制度
活用する方が増えています！

　「与謝野町高齢者運転免許証自主返納支援事業」は、近年増加傾

向にある高齢者の方の交通事故を防止するため、運転免許証を自主

返納した高齢者の方（町内在住の６５歳以上の方）を支援する事業で

す。現在の制度は平成２５年４月から開始されています。

【支援の内容】

　免許証に代わる身分証として、希望者には住民基本台帳カードを

無料で交付するほか、次の①～③のいずれかを交付します。

　①与謝野町営バス回数券（２万円分）

　②ＫＴＲ線内全区間を６ヵ月間無料乗車パス（特急を除く）

　③丹後海陸交通バス路線全区間を６ヵ月間無料乗車パス（高速バ

　　ス等を除く）

【利用人数】

　事業を活用した方は２月１３日現在で２３人です。うち、８人が住

民基本台帳カードの無料交付を受けました。また、上記①～③の支

援の活用人数は以下のとおりです。

　①：７人　　②：１人　　③：１５人

　最近、運転が少し不安になってきたという高齢者の皆さん、この

制度の活用も検討されてはいかがでしょうか。

①ＫＴＲクイズ頂上対決　②チャッタマンショー　③アテンダ

ントの衣装体験　④ご当地キャラ列車　⑤Ｎゲージ運転体験

 ①

 ⑤
 ④

 ③ ②

年間大賞「第

１７回バスラ

マ大賞」を発

行者の㈱ぽる

と出版和田由

貴夫編集長か

ら受け取る小

倉信彦丹海バ

ス社長

200 円バス
丹後一円での取り組みが評価！

　昨年１０月から丹後全域で運行が始まっ

た上限２００円バス。路線バスを運行する

丹後海陸交通㈱と丹後２市２町が協働して

取り組んでいます。

　この取り組みが評価され、この度バスの

専門誌である「バスラマインターナショナ

ル」における年間大賞を受賞しました。こ

れほど広域で上限運賃を実施している地域

は全国的にもめずらしいこと、運行事業者

と自治体が一体となって取り組みを進めて

いる点などが評価されました。
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　　　　江山文庫読書会　
　　　　　　　　　　～与謝野晶子の童話～
第 23 回「衣装もちの鈴子さん」

【日　　　時】　３月 28 日 ( 金 )（毎月第４金曜日）
【場　　　所】　江山文庫
【問い合わせ】　江山文庫　☎ 43-1730

平成 25 年度全国統一防火標語 「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」

がんばってます！消防団 編集 ● 岩滝方面隊

　ここ数十年の間、東日本大震災をはじめ、阪神淡路大震災、
新潟県中越地震等、日本各地で地震による火災・津波など多く
の災害が発生しています。
　丹後地域においても、丹後大震災から 87 年が経過しており、
再び大地震が発生するかもしれません。住民一人ひとりが地震
に対する備えを今一度考え、再確認することが大切ではないで
しょうか。

 　大地震から学ぶ

経過時間 行動すること

地震発生～２分 倒れてくるものから、自身の身を守る

２分～５分
あわてず揺れがおさまってから、火の
元の確認、火の始末、家族の無事を確
認する

５分～ 10 分 割れたガラス等に注意し、避難経路を
確保する

10 分～
近所の状況確認をしながら安全に避難
する

※津波の恐れのある地域では、津波到達まで数分たらず　　
　の場合もあり、上記の経過時間どおりでは間に合いま　　
　せん。すばやく高台に避難しましょう。

　  地震発生！
その時どうするか

  地震対策の
防災グッズ紹介

QA

健やか広場　　血圧の話
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■2008年度 256 890 110 92 ７ 16 66 １ 10 11 39
■2009年度 220 836 95 95 ４ 23 63 ０ 16 22 33
■2010年度 238 840 88 86 ７ 20 71 ０ 14 25 35
■2011年度 232 826 86 86 ５ 20 72 ０ 17 11 26
■2012年度 211 812 81 92 ５ 15 71 ０ 20 ５ 23
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〔非常持ち出しにはこれだけ必要です〕

印鑑、現金、救急箱、貯金通帳、懐中電灯、ライター、

缶切り、ロウソク、ナイフ、衣類、手袋、ほ乳びん、イ

ンスタントラーメン、毛布、ラジオ、食品、ヘルメット、

防災ずきん、電池、水

広告広告 広告

最高血圧 120mmhg

１
６
３
cm

　　デジアナ変換終了のお知らせ
　ブラウン管テレビ等のアナログ放送受信機でデジアナ
変換放送を視聴されているご利用者は、地上デジタル放
送視聴環境へお早めにご対応をお願いします。 

デジアナ変換放送終了予定日
平成２7 年３月末で終了（約１年１カ月後）

【問い合わせ】加悦地域振興課 CATV 係　☎ 43-2378
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思いを伝えることば

A L T リレーコラム  ［ 第 34 回  アイスランドの伝説   by ケンドラ］	 COLUMN　 図書館へ行こう！		  BOOKS

　春は出会いと別れの季節。人前で話す機会も多い時期に、感謝や歓迎の
気持ちを伝えるのはもちろん、普段でもお役に立てそうな本を集めました。

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

『「素敵な声」見つける本。
 あなたの声を魅力的にする
 発声トレーニング』 
福島英／シンコー・ミュージック 

  大事な場面はもちろん普段の会話でも、
話す声の印象は大きいもの。声は生まれつ
きだから仕方ないと思っている方へ、自分
なりの魅力的な声づくりをしてみませんか。

『さよならおめでとう』
千世繭子・ 山本祐司／童心社 

　今日はななちゃんの卒園の日。
胸にコサージュを付けたななちゃ
んは、「そつえんの日は、さよな
らの日」と、みんなにさよならを

『敬語クイズ（国語力アップめざ  
 せ！日本語クイズマスター）』　
北原保雄／金の星社 

 　大人でも間違えてしまうことがある敬
語は、ちょっと難しいけれど、その場に合
わせて使えると、思いがしっかり伝わって、
みんなに感心されること間違いなし。初級・
中級・上級に分かれたクイズを楽しく解い
ていくうちに敬語の力が身につきます。

一般書 ●『絵本の記憶、子どもの気持ち』山口雅
子／福音館書店　●『面倒だから、しよう』渡辺
和子／幻冬舎　●『ユーミンの罪』酒井順子／講

談社　●『贈るうた』吉野弘／花神社　●『月光
の誘惑』赤川次郎／新潮社　●『穴』小山田浩子／新潮社　
●『昭和の犬』姫野カオルコ／幻冬舎　●『恋歌』朝井まかて
／講談社　●『ことばの形見』今井美沙子／作品社　　　　   
　　　　●『かっこいい！はたらくくるま』海老原美宜男／永

今月の
新着図書

『人前であがる人あがらない人 
 の話し方』
鈴木康之／土屋書店 
　結婚披露宴でのスピーチや大切な会議の
司会といった、失敗できない場面だからこ
そあがってしまう…。“あがる” メカニズ
ムとその克服法を、多くの事例をもとに解
説し、人前で話す際の心構えとコツを語り
かけるようにアドバイスする 1 冊。

絵本作家による絵本ライブのおしらせ
　絵本作家の平

ひら
田
た

昌
まさ

広
ひろ

さん・平
ひら

田
た

景
けい

さん夫妻による
絵本ライブ。
　ふたりのかけあいで絵本を読んだり、語りにあわ
せてその場で絵を描き、ストーリーを展開したりと、
子どもからおとなまで物語や言葉の世界を楽しむこ
とができます。ぜひお越しください。
●『ぱんつくったよ。』平田昌広・平田景／国土社

【時　間】　３月 21 日（祝）
　　　　　午後２時～３時 30 分

【場　所】　町立生涯学習センター
　　　　　知遊館研修室１～３

【講　師】　平田昌広さん・平田景さん
【その他】　参加無料、申し込み優先

Info『できる大人のモノの言い方大全 』 
話題の達人倶楽部／ 青春出版社 

　おもてなしの際や、断る、お願いごとを
するといった場合に、思いのままに言って
しまうよりも、より相手に思いが伝わる“言
い回し” を具体的な状況を想定しつつ紹介
した本。多彩な言い方を知ることで、より
円滑なコミュニケーションの手助けになり
ます。

『ディベート訓練のすすめ 
 みんなでディベろう！』 
武長脩行／今人舎 

　「ディベート」とは「討論する」という意
味。この本ではあるテーマについて賛成か
反対に分かれて、意見を出し合い、どちら
かに決めていく方法を学びます。意見を話
し、相手を説得することは難しいことです
が、ゲーム感覚でチャレンジしてみましょう。

岡書店　●『パピプペポーおんがくかい』かこさとし／偕成社
●『恐竜トリケラトプスのジュラ紀めいろ』黒川みつひろ／小
峰書店　●『ありがとう！はやねはやおきあさごはんマン』岡
本一郎／メイト　●『ホームヘルパー犬ミルキー』井上夕香／
国土社　●『からだとこころをつくるはじめてのたべものずか
ん』須藤海芳子／創成社　●『がっこうのおばけずかん』斉藤
洋／講談社　●『透明人間になった男の子のはなし』サリーガー
ドナー／小峰書店

児童書

れたときに多くの日本人を見かけました。
アイスランドに旅行する人はさまざまなこ
とを楽しむことができますが、冬季ならば
一番の見どころはクリスマスです。
 アイスランドには 3 つのクリスマスに関

係した伝説があります。1 つ目はイエス・
キリストの伝説で、2 つ目はサンタクロー
スの伝説です。この 2 つは世界的に有名
なので皆さんも知っていると思います。3
つ目は “Y

ユ ー ル
ule L

ラ ッ ズ
ads” の伝説で、アイスラ

 アイスランド人は「ユール」を約 1 ヵ月間祝います。最
後の「ユールラッズ」が山に戻るまで連日パーティーを催
します。特に「ユール」最終日である 12 月 26 日の「蝋
燭を盗むユールラッド」が山に帰る日は盛大なパーティー
を催します。この日は 12 本の大きなかがり火を立て、伝
統的なアイスランドのクリスマスソングを歌います。
 もし、皆さんがアイスランドを訪れる機会があれば、「ユー

ル」と「ユールラッズ」を見逃さないようにしましょう！

こ の冬休み、私はアイスランドを訪れました。アイ
スランドのことを良く知らない人は多いと思いま

す。今月は皆さんにアイスランドについて紹介します。
 アイスランドは小さな国で、人口は 30 万人くらいです。

北極圏に位置し火山や溶岩原が多いので、人々はアイスラ
ンドを火と氷の国と呼びます。日本同様にアイスランドは
地震活動が活発なので、多くの温泉があります。私はアイ
スランドで最も大きな温泉である「ブルーラグーン」を訪

ンド特有のものです。
 アイスランド人にとってクリスマスは “J

ヨール
ol”、英語で

“Y
ユ ー ル
ule” と言います。「ユールラッズ」とは、クリスマスの

ときに町に現れるといわれる、13 人兄弟の妖精のことで
す。彼らは普段山の中に住んでいますが、「ユール」の間
は山から下りてきて、人々に悪戯をしたり、良い子にプレ
ゼントをあげたり、悪い子に腐った芋をあげたり、本当に
悪い子は食べてしまいます。

 12 月 12 日から毎日 1 人ずつ、「ユールラッズ」は町に
現れます。「ユール」中に彼らはなべを盗み、ドアをバタ
ンと閉め、こっそり食べ物を食べて人々を脅かせます。さ
らに、プレセントに新しい服を貰えなかった子どもは「ユー
ルラッズ」たちのペットであるお化け猫「ユールキャット」
に食べられてしまいます！
 なぜこのように言い伝えられているのでしょう？大昔、

アイスランド人は自分たちの服は全て自分たちで、羊毛か
ら作っていました。子どもたちもまた、服
の作り手として親を手伝わなければなりま
せんでした。服作りの手伝いをしない子ど
もがいる家は、「ユール」までにその年の
服作りが終わらなかったでしょう。そのた
め、アイスランドの親たちは子どもに服作
りの手伝いのやる気を出させるため、また
服作りを手伝わない子どもを怖がらせて手
伝いをさせるため、毎年「ユールラッズ」
と「ユールキャット」の物語を話しました。

アイスランドの美しい雪景色を楽しみ
ました（中央右が筆者）

公民館訪問 ［ 第 24 回　体験講座］	 石田地区公民館

石
田
地
区
公
民
館
で
は

地
元
に
住
ん
で
お
ら

れ
る
達
人
に
お
世
話
に
な
り

「
も
の
づ
く
り
」
の
素
晴
ら
し

さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
講
座
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
井い

の
上う
え
正ま
さ
則の
り

先
生
を
招
き
親
子
陶
芸
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

 

参
加
者
は
粘
土
の
感
触
を
楽

し
み
な
が
ら
想
い
を
練
る
子
、

浮
か
ん
で
く
る
イ
メ
ー
ジ
に
向

か
っ
て
器
用
に
指
を
動
か
し
形

を
整
え
て
い
く
子
、
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
な
が
ら
共
同
作
品

に
挑
戦
し
て
い
る
微
笑
ま
し
い

親
子
の
姿
、
自
分
の
作
品
で
飲

む
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
て
い
ね
い
に
仕
上

げ
に
い
そ
し
む
お
父
さ
ん
な

ど
。
一
人
ひ
と
り
が「
陶
芸
家
」

と
な
っ
て
熱
心
に
粘
土
と
向
き

合
い
ま
し
た
。
粘
土
が
時
間
と

共
に
個
性
的
で
見
事
な
作
品
に

変
身
し
て
い
く
中
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
乾
燥
・
彩
色
・

焼
き
を
経
て
、
完
成
し
た
作
品

が
参
加
者
の
手
元
に
届
き
ま
し

た
。
こ
の
作
品
が
親
子
で
触
れ

合
う
大
切
な
時
を
過
ご
し
た
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

 

ま
た
第
３
回
石
田
地
区
文
化

祭
作
品
展
で
は
、石
田
区
の
幼
・

保
育
園
児
、
小
学
生
の
作
品
を

含
め
区
民
の
作
品
だ
け
で
な
く

他
地
区
か
ら
の
出
品
も
あ
り
ま

し
た
。
糸い

と
井い

嘉よ
し

男お

選
手
の
サ
ム

ラ
イ
ジ
ャ
パ
ン
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
、
癒
し
の
空
間
ミ
ニ
盆
栽
シ

リ
ー
ズ
、
和
紙
人
形
、
書
、
手

芸
等
、
80
点
近
い
作
品
が
出
展

さ
れ
、
作
り
手
の
思
い
や
人
柄

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
皆

先生から陶芸を教わる

子どもたち

さ
ん
、
素
敵
な
作
品
ば
か
り
で

し
た
。
来
年
は
ぜ
ひ
出
展
し
た

い
で
す
」
と
積
極
的
な
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

  

ま
た
今
回
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、
昨
年
の
福
知
山
市
の
台

風
被
害
者
へ
の
支
援
を
目
的
と

し
た
ミ
ニ
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

  

こ
れ
か
ら
も
公
民
館
活
動
を

通
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
が
交
流

し
元
気
に
な
り
地
域
が
活
性
化

で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た

い
で
す
。

言いに行きます。きんぎょ、ウサギ、さくらの木…。お別れのあ
いさつをする彼女に、どう応えてくれたでしょうか？
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まちの 話題 お届けします

●旧尾藤家住宅　お雛さまの手作り教室

手作りで雛人形を作りました
　1 月 29 日、2 月 7 日、16 日に旧尾藤家住宅で、丹
後ちりめんを材料とした、「お雛さまの手作り教室」
が行われました。各日程とも、20 人ほどの参加者が
見られ、町内の人だけでなく、町外からも多くの人が
教室に集まりました。
　参加者は布を一枚一枚ていねいに縫い合わせたり、
布にアイロンをかけたりと、一生懸命取り組みました。
　雛人形は、手のひらサイズの大きさですが、皆さん
手間をかけながらも、こだわりの作品を作りあげまし
た。

お
互
い
に
教
え
合
い
、
取
り
組
む
参
加
者
た
ち

●与謝野町男女共同参画事業　ＤＶ被害者支援講座

家庭内暴力が及ぼす影響を学びました
　ＤＶや児童虐待が心とからだに与える影響を学び、被
害の早期発見・早期解決につなげるための「ＤＶ被害者
支援講座」が、２月１４日、元気館で開催されました。
　兵庫教育大学大学院教授で臨床心理士の有

あり
園
ぞの

博
ひろ

子
こ

さん
が、「家庭におけるＤＶ・虐待の心理的影響と支援につ
いて」をテーマに講演。
  今一番多いＤＶ被害がモラルハラスメント（言葉や態
度で相手を傷つける暴力）であることや、加害者から逃
げないのは脳の働きが深く関係していること、しつけと
称した暴力は、効果が薄いだけでなく将来暴力的な子ど
もに育つおそれがあることなど、被害者やその子どもた

●第 36 回府民総体市町村対抗駅伝競争

与謝野町ダブルで
入賞を果たしました！
　「 第 36 回 府 民 総 体 市 町 村 対 抗
駅伝競争」が 2 月９日、福知山市
三段池公園総合体育館前を発着点

（36.209km、８区間）に開催され、
府内市町村から、「市町村対抗の部」
に 22 チーム、「市町村チャレンジ
の部」に 18 チームが出場しました。
　この日のために、12 月から週 2
回の練習をしてきた与謝野町チーム。
　レースの結果は「市町村対抗の部」

出　場　選　手（敬称略）

１区 平井　琴加（四辻） ・ 田中　心結（岩滝）

２区 沖村　美夏（三河内） ・ 久泉　晴香（三河内）

３区 松尾　哲裕（石川） ・ 佐々木健心（幾地）

４区 亀井　祐貴（三河内） ・ 内藤　宗昌（男山）

５区 枡田　雄太（三河内） ・ 蘇理　勝春（幾地）

６区 森嶋　契    （石川） ・ 小坂　健太（加悦奥）

７区 山﨑　夢乃（四辻） ・ 岸田　笑佳（幾地）

８区 田中樹希耶（岩滝） ・ 安見　一徳（上山田）

※前者が「対抗の部」、後者が「チャレンジの部」出場

で昨年のタイム、順位ともに上回わ
る、２時間 00 分 12 秒の見事７位
でゴールしました。
　スタート時には雨が降り、厳しい
コンディションとなりましたが、１
区の平井さんは区間３位でタスキを
つなぐ快走を見せ、さらにアンカー
の田中君（表紙写真）は、区間２位
の走りをし、順位を上げゴールテー
プを切りました。
　また、オープン参加である「チャ
レンジの部」のチームでも昨年の

ちへの影響につ
いて講義を受け
ました。
　身近に起こり
うる問題として
参加者は真剣な
表情で耳を傾け
ていました。 支援の基礎を学ぶ参加者たち

選手、スタッフみんなで集合写真

13 位を上回わ
る８位入賞と好
成績を収めまし
た。
　与謝野町の選
手一人ひとりが
自分の力を出し
切り、ダブルで
入賞という素晴
らしい結果とな
りました。

亀
井
選
手
か
ら
枡
田
選
手
へ
の
タ
ス
キ
リ
レ
ー

悦第３分団）、森
もり

垣
がき

英
ひで

雄
お

副分団長（野
田川第１分団）、有

あり
吉
よし

哲
てつ

也
や

副分団長
（野田川第２分団）の５名が精励章
を受章しました。
　消防団では、今回の受賞を励みに、
さらに充実した消防活動を展開しま
すので、住民の皆さんも安心安全の
町づくりに向けて、より一層のご理
解とご協力をお願いします。

●災害時相互応援協定を締結

　本町は、１月 29 日に三重県明和町
および島根県津和野町との３町間で、
２月 10 日に奈良県斑

いか
鳩
るが

町との２町間
で災害時における相互応援に関する協
定が締結されました。
　両協定とも、いずれかの町において
災害が発生した場合の応援協力につい
て、物資の提供や職員の派遣などによ
り、災害応急対策や復旧対策を円滑に

行うことや、被害が甚大で連絡がとれ
ない場合は自主的な判断で応援活動を
実施することができる内容となってい
ます。
　３町とも、全国史跡整備市町村協議
会の活動がご縁となり、三重県明和町
役場で中

なか
井
い

明和町長、下
した

森
もり

津和野町長
と、町保健センターで小

こ
城

じょう
斑鳩町長

と、それぞれ調印式が行われました。

災害発生時には、お互いに協力します

明和町、津和野町との調印式 斑鳩町との調印式

山田知事から表彰を受ける

与謝野町消防団

●第28 回京都府消防大会
与謝野町消防団に
京都府消防協会長表賞
旗が授与されました
　府内の消防関係者約 2000 人が
集まり、「第 28 回京都府消防大会」
が２月９日、京都国際会館で開催さ
れ、与謝野町消防団に京都府消防協
会長表賞旗が授与されました。防災
思想の普及や消防施設の整備、災害
防御に関する対策の成果が特に優秀
で模範と認められる消防団に授与
される「京都府消防協会長表賞旗」。
　今回授与された表彰旗は、西陣織
銀糸織物をあわせたものであり、地
色は銀色です。紋章、文字は金刺繍

与
謝
野
町
消
防
団
に
授
与
さ
れ
た

「
京
都
府
消
防
協
会
長
表
賞
旗
」

となっており、与謝野町消防団の功
績をたたえる輝かしい表彰旗となっ
ています。
　この日は、団体表彰のほか個人表
彰も行われ、与謝野町消防団からは
植
うえ

田
だ

泰
やす

史
し

副団長が永年勤続功労章を
受章、さらに白

しら
数
す

和
かず

巳
み

分団長（岩滝
第１分団）、村

むら
島
しま

政
まさ

博
ひろ

分団長（野田
川第５分団）、井

い
崎
ざき

和
かず

彦
ひこ

副分団長（加

●江山文庫企画展「人形のうた」

色鮮やかな人形が並ぶ
　１月 21 日から３月 30 日ま
で江山文庫で開催されている江
山文庫企画展「人形のうた」。
　展示室には明治時代、昭和初
期の貴重なひな人形、５月人形
など 10 体の人形が展示されて
います。
　そのほかにも、人形に関連し
た掛け軸、短冊なども展示され
ています。
　月曜日は休館です。

展示されている鮮やかな人形
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行
わ
れ
た
子
ど
も
歌
舞
伎
の
様

子
で
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

　
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
よ
う
、
与
謝
野
町
の
今
を

伝
え
、
頑
張
る
人
を
応
援
す
る

広
報
誌
を
制
作
し
て
い
き
ま

す
。

一
枚
写
真
の
部
で

知
事
賞
を
受
賞

　
府
内
市
町
村
の
行
政
広
報
の

発
展
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
「
平

成
25
年
度
京
都
広
報
賞
」（
京

都
府
広
報
協
議
会
主
催
）
の
審

査
結
果
が
発
表
さ
れ
、
応
募
点

数
６
部
門
60
点
の
中
か
ら
、『
広

報
よ
さ
の
』
が
「
一
枚
写
真
の

部
」
で
最
優
秀
賞
に
あ
た
る
知

事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。　

町 政  News & Information町 政  News & Information
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相談
無料

No. 債権区分 債権名称 滞納処分等の権限

① 町　 　税 町税・国民健康保険税

債権者単独で差し押さえなどの強制徴
収ができる。② 強 制 徴 収

公 債 権

介護保険料・後期高齢者医療保険料・
保育料・下水道使用料・下水道（農業
集落排水）受益者負担金・分担金

③ 非強制徴収
公   債   権 汲取手数料・農業集落排水使用料

債権者単独では強制徴収ができない。
裁判所に申し立てれば強制執行ができ
る。④ 私 債 権

水道使用料・幼稚園使用料・住宅使用
料・時間外保育料・学童保育料・有線
テレビ使用料・学校給食費・各種貸付
金

　
町
で
は
、
町
が
保
有
す
る
全
債
権
の
滞
納

額
の
縮
減
と
、
住
民
負
担
の
公
平
性
を
確
保

す
る
た
め
、
与
謝
野
町
債
権
管
理
条
例
を
制

定
し
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

町
税
・
各
種
公
共
料
金
の

滞
納
と
現
状

　

町
が
実
施
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
、
住
民
の
皆
様
の
誠
意
あ
る
納

付
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

  

ま
た
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で

も
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
納
期
内
納
付
を
守
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
収
入
の

中
か
ら
数
ヵ
月
先
の
支
出
額
ま
で
計
算
し
、

納
期
内
納
付
に
努
め
、
ど
う
し
て
も
納
期
に

間
に
合
わ
な
い
時
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
担
当
課

宛
て
に
連
絡
ま
で
し
て
い
た
だ
く
方
も
お
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
22
年
か
ら
京
都
地

方
税
機
構
が
発
足
し
た
こ
と
に
よ
り
、
町
税

の
滞
納
額
は
着
実
に
減
少
に
向
か
っ
て
い
ま

す
が
、
税
機
構
に
移
管
で
き
な
い
町
税
以
外

の
公
共
料
金
の
滞
納
額
に
つ
い
て
は
、
残
念

な
が
ら
、
こ
こ
数
年
増
加
の
傾
向
に
あ
る
の

が
現
状
で
す
。

　
町
で
は
今
後
、
滞
納
額
が
増
加
し
て
い
る

各
種
公
共
料
金
の
徴
収
強
化
を
重
視
し
、
督

促
や
催
告
を
行
っ
て
も
ご
連
絡
さ
え
い
た
だ

け
な
い
場
合
や
、
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
し
て
い
た
だ
け
な
い

な
ど
、
不
誠
実
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、

財
産
お
よ
び
支
払
能
力
の
有
無
を
確
認
の

上
、
最
終
手
段
と
し
て
、
差
し
押
え
に
よ
る

換
価
も
含
め
、さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
検
討
し
、

滞
納
額
の
縮
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

債
権
管
理
条
例
の
必
要
性

　

町
の
債
権
に
は
、
左
図
の
よ
う
に
、
①

町
税
、
②
強
制
徴
収
公
債
権
、
③
非
強
制

徴
収
公
債
権
、
④
私
債
権
の
４
種
類
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
地
方
税
法
、
地
方
自
治

法
、
民
法
な
ど
適
用
さ
れ
る
法
令
が
異
な
り

ま
す
。　

　
こ
の
こ
と
が
、法
令
の
解
釈
を
複
雑
に
し
、

債
権
を
管
理
す
る
上
で
の
支
障
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
各
種
法
令
で
規
定

さ
れ
て
い
る
も
の
を
ま
と
め
、

町
が
保
有
す
る
債
権
の
管
理
に

関
す
る
事
務
処
理
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
、
債
権
管

理
条
例
と
し
て
定
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
の
中
で
、
法
令
に

基
づ
い
た
適
正
な
対
応
を
義
務

づ
け
る
こ
と
で
、
滞
納
額
の
削

減
と
住
民
負
担
の
公
平
性
の
確

保
を
図
り
ま
す
。

債
権
管
理
条
例
の

主
な
内
容

◆
督
促

　
町
の
債
権
に
つ
い
て
、
履
行

期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場

合
、
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

◆
滞
納
処
分
、
強
制
執
行
等

　
督
促
後
も
滞
納
が
続
き
、
不

誠
実
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、
差

し
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
、
強

制
執
行
等
を
実
施
し
ま
す
。

◆
徴
収
停
止
、
履
行
延
期
の
特
約

　

債
務
の
履
行
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場

合
、
法
令
に
基
づ
き
、
徴
収
の
停
止
や
履
行

期
間
の
延
長
を
行
い
ま
す
。

◆
債
権
放
棄

　
債
務
者
の
死
亡
、
行
方
不
明
な
ど
、
町
が

定
め
る
要
件
に
従
い
、
債
権
の
回
収
が
困
難

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
、
債
権
を
放

棄
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
み
や
か
な
納
付
相
談
を

お
願
い
し
ま
す

　
町
税
や
公
共
料
金
は
、
個
々
の
所
得
や
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
使
用
頻
度
に
応
じ
て
、
法
律

や
条
例
に
の
っ
と
り
算
出
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
決
し
て
法
外
な
負
担
を
お
願
い
し

て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、町
税
お
よ
び
公
債
権
（
強
制
徴
収・

非
強
制
徴
収
）
に
つ
い
て
は
、
滞
納
額
に
応

じ
て
納
期
の
翌
日
か
ら
１
ヵ
月
は
２・９
％
、

２
ヵ
月
目
以
降
は
９
・
２
％
の
延
滞
金
（
利

率
は
掲
載
時
現
在
）
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
未

納
期
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
延
滞
金
も
高
額
と

な
り
ま
す
。

　
も
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
納

付
が
困
難
に
な
っ
た
時
は
、
速
や
か
に
役
場

の
各
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
納
付
が

困
難
に
な
っ
た
事
情
を
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
住
民
の
皆
様
と
役
場
の
お
互
い
が
共
通

認
識
の
も
と
で
解
決
策
を
見
い
だ
し
て
い
く

こ
と
が
、
滞
納
を
早
期
に
解
消
し
て
い
く
上

で
と
て
も
重
要
で
す
。

問 税務課 ☎ 44-2084

納期内納付にご協力ください
4 月 1 日から債権管理条例を施行します

町の債権の種類

　家庭内（夫婦、親子、結婚、離婚、
扶養、子育て）、パートナー（夫・恋人）
からの暴力などの問題、職場内（セク
シュアル・ハラスメント）の問題、人
間関係（近所同士・友人同士）の問題
など、女性が抱えるさまざまなしんど
さや悩みを、女性の相談員がお聞きし、
一緒に考えて問題解決のお手伝いをし
ます。秘密は厳守しますので、安心し
てご相談ください。
●日　　時　
　３月 25 日 ( 火 )　午後１時～４時
●相談方法　
　１人 50 分程度、要予約（定員３名）
●相 談 員　
　フェミニストカウンセラー
●場　　所　
　生涯学習センター知遊館
●問い合わせ先　
　企画財政課　
　☎ 46-3084
　当日申し込みもできます。

　女性相談を
　開催します

男 女 共 同 参 画

シリーズ 70

問 企画財政課 ☎ 46-3084

知事賞に輝きました
平成 25 年度京都広報賞

広報よさの６月号表紙

　
今
回
、
一
枚
写
真

の
部
で
知
事
賞
を
受

賞
し
た
の
は
、「
広

報
よ
さ
の
６
月
号

（
№
88
）」
の
表
紙
。

加
悦
谷
祭
の
一
つ
で

あ
る
、
愛
宕
神
社
で

夜間納税窓口
３/27（木）・28（金）・31（月）

いずれも午後８時まで
野田川庁舎（税務課）
※納付書をご持参ください

滞納税相談窓口
※納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
 京丹後市役所 大宮庁舎 3 階

　☎ 0772-68-1041

今月の納期
３/31（月）まで

国民健康保険税　第 10 期
介 護 保 険 料　第 10 期

　
京
都
子
育
て
支
援
医
療
（
京

都
府
制
度
）
の
拡
充
お
よ
び
シ

ス
テ
ム
変
更
に
伴
い
、
子
育
て

支
援
医
療
費
受
給
者
証
を
一
部

変
更
し
ま
す
。

受
給
者
証
の
変
更　

　
該
当
者
に
は
、
新
し
い
受
給

者
証
（
４
月
か
ら
有
効
）
を
順

次
送
付
し
ま
す
の
で
、
４
月
以

降
旧
受
給
者
証
を
、
最
寄
り

の
庁
舎
（
岩
滝
地
域
振
興
課
・

野
田
川
地
域
振
興
課
・
加
悦
庁

舎
福
祉
課
）
ま
で
返
却
く
だ
さ

い
。

　
今
ま
で
ど
お
り
０
歳
か
ら
中

学
生
ま
で
の
保
険
内
診
療
分

は
、
１
ヵ
月
１
医
療
機
関
あ
た

り
自
己
負
担
金
は
２
０
０
円
で

す
。

受給者証が替わります
子育て医療証を変更します

寄贈ありがとうございます
　２月４日、日本郵便株式会
社から、消防組が発足して 120
周年を迎えることを記念して
特殊切手「消防団 120 年」が、
与謝野町消防団へ寄贈されまし
た。ありがとうございます。

与
謝
野
町
消
防
団
を
代
表
し
て

澤
田
団
長
が
切
手
を
受
け
取
る

問 福祉課 ☎ 43-1513

※お知らせ　コンビニ納付のサービス開始に伴い夜間納税窓口は３月をもって終了いたします



まちのうごき
平成 26 年１月末現在

人　口	23,640 人（－ 29）

　男　	11,222 人（－ 6）

　女　	12,418 人（ー23）

世帯数	 9,160 戸（＋  １）
※括弧内は前月比

町 政  News & Information

与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

町 政  News & Information

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています
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※この欄で紹介する出生とお悔やみは、１月16日から２月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 工事期間

１/ ９ 石川地区面整備②工事 石川 3 者 ㈱きしべ建設 31,303 27,303 27,303 87.2 H26/1/22
～ 3/31

１/28 文化工芸の里駐車場舗装工事 金屋 ３者 西田工業㈱ 2,924 2,513 2,513 85.9 H26/2/7
～ 3/25

１/28 消防団野田川第 5 分団消防車庫
駐車場整備工事 石川 ３者 金下建設㈱ 3,333 2,878 2,878 86.3 H26/2/7

～３/25

１/28 道の駅駐車場舗装修繕工事 滝 ３者 金下建設㈱ 5,217 4,505 4,505 86.3 H26/2/7
～３/25

１/28 三河内明石線舗装修繕工事 三河内 ３者 金下建設㈱ 6,365 5,482 5,482 86.1 H26/2/7
～３/25

１/28 大江山運動公園駐車場舗装新設工事 滝 ３者 西田工業㈱ 14,465 12,503 12,503 86.4 H26/2/7
～３/20

  １   月入札結果 問 総務課 ☎ 46-3003

得
が
一
定
基
準
以
下
の
方
）
は
、

「
70
歳
代
前
半
の
被
保
険
者
に
係

る
一
部
負
担
金
等
の
軽
減
措
置
」

に
よ
り
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降

も
病
院
等
で
の
窓
口
負
担
１
割
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
４
月
か

ら
お
使
い
い
た
だ
く
高
齢
受
給
者

証
を
３
月
中
に
郵
送
い
た
し
ま

す
。
現
在
お
使
い
の
高
齢
受
給
者

証
は
受
領
書
と
共
に
最
寄
り
の
各

庁
舎
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
（
郵
送

で
も
結
構
で
す
）。

平
成　

年
４
月
２
日
以
降

に　
歳
に
な
ら
れ
る
方
へ

　
「
70
歳
代
前
半
の
被
保
険
者
に

係
る
一
部
負
担
金
等
の
軽
減
措

置
」
の
見
直
し
に
伴
い
、
高
齢
受

給
者
証
の
対
象
と
な
る
方
（
平
成

26
年
４
月
２
日
以
降
に
70
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
る
方
で
所
得
が

一
定
基
準
以
下
の
方
）
の
平
成
26

年
５
月
診
療
分
以
降
の
病
院
等
で

の
窓
口
負
担
が
２
割
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、「
老
人
医
療
臨
時

就
職
や
退
職
に
よ
り

国
民
健
康
保
険
を
脱
退

ま
た
は
加
入
さ
れ
る
方
へ

　
就
職
や
退
職
に
よ
り
社
会
保
険

等
へ
加
入
ま
た
は
脱
退
さ
れ
る
場

合
、
国
民
健
康
保
険
の
脱
退
ま
た

は
加
入
の
届
出
が
必
要
で
す
。

▽
社
会
保
険
等
を
脱
退
し
国
民
健

　
康
保
険
へ
加
入
す
る
と
き

〔
持
参
物
〕
社
会
保
険
等
の
資
格

喪
失
証
明
書
（
脱
退
証
明
書
）、

認
印

※
退
職
後
も
引
き
続
き
社
会
保

険
等
に
加
入
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
勤
め
の
事

業
所
等
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
社
会
保
険
等
へ
加
入
し
国
民
健

　
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
き

〔
持
参
物
〕
社
会
保
険
等
の
加
入

証
明
書
（
ま
た
は
社
会
保
険
証

等
）、
認
印
、
国
民
健
康
保
険
証

※
届
出
が
な
い
と
、
保
険
税
が
課

税
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

修
学
に
よ
り
与
謝
野
町
を

転
出
さ
れ
る
方
へ

　
国
民
健
康
保
険
は
、
原
則
住
所

地
で
の
加
入
と
な
り
ま
す
が
、
修

学
に
よ
り
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ

る
方
は
、
親
元
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
最
寄
り
の
各
庁

舎
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
持
参
物
〕
修
学
を
確
認
で
き
る

書
類（
学
生
証
、合
格
通
知
書
等
）、

お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
、
認

印※
現
在
修
学
に
よ
り
転
出
し
て
い

る
与
謝
野
町
国
民
健
康
保
険
に
加

入
の
方
で
、
就
職
等
に
よ
り
学
生

で
無
く
な
る
方
は
、
国
民
健
康
保

険
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

高
齢
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

　
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

（
昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
所

特
例
助
成
事
業
」（
所
得
制
限
あ

り
）
の
対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て

は
、
病
院
等
で
の
窓
口
負
担
が
軽

減
（
２
割
→
１
割
）
さ
れ
ま
す
。

※
「
老
人
医
療
臨
時
特
例
助
成
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
発

行
予
定
の
「
き
ょ
う
と
府
民
だ
よ

り
４
月
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
納
付
・

コ
ン
ビ
ニ
収
納
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付
の
た

め
金
融
機
関
、
役
場
窓
口
に
行
く

必
要
が
な
い
「
口
座
振
替
」
が
便

利
で
す
。
手
続
き
は
金
融
機
関
窓

口
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
２
月
よ
り
町
税
と
一

部
公
共
料
金
の
納
付
書
が
コ
ン
ビ

ニ
納
付
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

　
仕
事
で
な
か
な
か
役
場
や
金
融

機
関
に
行
け
な
い
と
い
う
場
合
で

も
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問 加悦地域振興課 ☎ 43-1512

ＦＭ告知端末機の電池交換、減免制度について
与謝野町有線テレビからお知らせです

　
１
年
に
一
度
、
Ｆ
Ｍ
告
知
端
末
機
の

電
池
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
電
池
切
れ
の
場
合
、
災
害
等
に
よ
る

停
電
時
に
Ｆ
Ｍ
告
知
放
送
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

【
減
免
制
度
】

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、「
減
免
申
請

書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
と
Ｔ
Ｖ
の

利
用
料
が
（
全
額
～
半
額
）
免
除
と
な

り
ま
す
（
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

料
金
の
減
免
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

【
対　
　
象
】

●
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受
け

　
て
い
る
世
帯

●
母
子
お
よ
び
寡
婦
福
祉
法
に
よ
る

　
扶
助
を
受
け
る
母
子
・
父
子
世
帯

●
身
障
手
帳
１
・
２
級
所
持
者
が
世
帯

　
主
の
世
帯

●
視
覚
・
聴
覚
障
害
の
手
帳
所
持
者
が

　
世
帯
主
の
世
帯

●
知
的
障
害
者
（
A
判
定
）・
精
神
障

　
害
者
（
１
級
）
が
世
帯
主
の
世
帯

●
満
75
歳
以
上
の
者
で
構
成
す
る
世
帯

【
困
っ
た
時
、
故
障
か
な
と
思
っ
た
ら
】

　
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｆ
Ｍ

告
知
な
ど
有
線
テ
レ
ビ
に
関
す
る
こ
と

で
、
お
困
り
の
方
は
、
24
時
間
３
６
５

日
受
付
の
与
謝
野
町
有
線
テ
レ
ビ 

カ

ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
対
応

い
た
し
ま
す
。

与
謝
野
町
有
線
テ
レ
ビ 

カ
ス
タ
マ
ー

セ
ン
タ
ー　

☎
４
４
・
０
０
０
８

（
通
常
の
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
）

緑色の電源ランプが点滅
していれば電池交換の合
図です。

こ
の
部
分
を
手
前
に
引
く
と
カ
バ
ー
が
開
き

ま
す
。

一
年
に
一
度
電
池
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 保健課 ☎ 43-1514

国民健康保険からのお知らせとお願い

①緊急ランプ
②電源ランプ
③お知らせランプ
④消音ランプ
⑤ 1 ～ 8 ランプ

70
26

知遊館講座作品展

　平成 25 年度知遊館講
座「書道」「絵手紙」を
受講者の作品展です。
日時　３月９日～ 23 日
時間　午前９時
　　　～午後５時
場所　知遊館展示室
問い合わせ　

　　知遊館　☎46-2451
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  3
 2014  N

o.97 第 １ 石田地区公民館

第 ２ 弓木地区公民館

第 ３ 岩滝ふれあいセンター

第 ４ 東町会館

第 ５ 男山地区公民館

第 ６ 三河内地区公民館

第 ７ 岩屋地区公民館

第 ８ 四辻地区公民館

第 ９ 上山田地区公民館

第10 下山田地区公民館

第11 石川農構センター

第12 川上公民館

4 月６日
午前７時～午後８時

（第 12・第19 ･ 第23 投票所は午後６時まで）

第13 算所会館

第14 加悦奥地区公民館

第15 加悦地域公民館

第16 後野地区公民館

第17 与謝地区公民館

第18 滝地区公民館

第19 奥滝会館

第20 金屋地区公民館

第21 温江地区公民館

第22 明石地区公民館

第23 香河地区公民館

与謝野町有線テレビ（ＫＹＴ）では、

４月６日の投票日当日、特別番組と

して「選挙開票場中継」を午後９時

から生放送する予定としています。

選挙開票速報
生中継を行います !!

●町有線テレビ加入者の皆さんへ

日

与謝野町選挙管理委員会事務局（総務課内）☎ 46-3003問

満 20 歳以上（平成６年４月７日以

前に生まれた人）で与謝野町の選挙

人名簿に登録されている有権者（詳

細は選挙管理委員会事務局まで）

期日前
不在者投票

土

土

京都府知事選挙

３月21日■～４月5日

与謝野町長・与謝野町議会議員一般選挙

４月２日■～４月５日

時間／午前８時 30 分～午後８時

場所／役場各庁舎

金

水

一票で私も参加のまちづくり

投票
できる人

京
都
府
知
事
選
挙

与
謝
野
町
長
選
挙

与
謝
野
町
議
会
議
員
一
般
選
挙


